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新春号の表紙は、地域ケア推進会議地域部会ワーキング委員と高齢者福祉課が協力して作成した新春号の表紙は、地域ケア推進会議地域部会ワーキング委員と高齢者福祉課が協力して作成した
「あつまろカルタ」。「あつまろカルタ」。
人とのつながりや体を動かすことの大切さなどを盛り込んだ読み札と、温かな絵柄が特徴的な取り人とのつながりや体を動かすことの大切さなどを盛り込んだ読み札と、温かな絵柄が特徴的な取り
札で構成されています。札で構成されています。
貸し出しも行っていますので、希望する場合は高齢者福祉課（☎0824-73-1165）へご連絡ください。貸し出しも行っていますので、希望する場合は高齢者福祉課（☎0824-73-1165）へご連絡ください。
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口和中学校 高野中学校

西城中学校庄原小学校

「文化・芸術編」躍動する子どもたち！躍動する子どもたち！

　西城中学校ブラス
バンド部は、本年度
16 人で活動してきま
した。
　 本 年 度は「 介 護
老人保健施設せせら
ぎ」の皆さんから招

待を受け、「ふるさと」などの曲を演奏。演奏後に、
皆さんからの「良かった」という喜びの声を聞いて、
大きな自信と達成感を得ることができました。
　そして、ブラスバンド部３年生が参加する演奏は、
11 月の「総合的な学習の時間発表会」でのコンサー
トが最後となりました。演奏を聴いてくれる皆さん
や、これまで支えてもらった家族への感謝の気持ち
を込め、しっかりと演奏することができました。
　来年度は、地域のお祭りへの参加なども計画し、
これまで以上に地域の皆さんの前で演奏する機会
を作るとともに、これからも聴く人が笑顔になれる
ような演奏をしていきます。

　庄原小学校の本
年度の学習発表会の
テーマは「一心同体
～心を燃やせ！Let's 
try！～」でした。
　劇やダンス、合唱
や合奏、英語での発

表など、学年ごとにステージ発表を行いました。
　限られた練習時間のなか、発表内容や表現方法
を工夫しながら練習に取り組みました。
　発表会当日は、気持ちを一つに、今の自分たち
にできる精一杯のパフォーマンスを披露し、観覧者
の皆さんからたくさんの拍手をいただきました。
　児童は「休憩時間や家でも練習したので、本番
は堂々と発表できた」「学級で協力して団結力が高
まった」など、自らの成長を振り返るとともに、充
実感を口にしていました。
　こうした経験を生かし、今後も「自ら伸びる・共
に伸びる」児童の育成を目指していきます。

　このコーナーでは、隔月で市立学校の取り組みや児童生徒の活動の様子を紹介します。
教育指導課指導係☎ 0824-73-1184

　口和中学校では、
全校で「口和の四季」
に取り組み、その成
果を文化祭で披露し
ています。
　「口和の四季」とは、
口和町の各地域に伝

わる伝統芸能の一部を季節で表現し、継承する取
り組みで、３年生が「春」として向

むこういずみ

泉の田楽を、
２年生が「夏」として湯

ゆ き

木の盆踊りを、１年生が
「秋」としてひょうたん音頭・口和音頭を、全校で
備
び じ ん

神太鼓を「冬」として披露します。
　各伝統芸能の保存会の皆さんによる指導を受
け、衣装も地域の皆さんに準備していただくなど、
学校と地域を結ぶ取り組みとなっており、生徒か
らは「協力し合うことで大きな成果につながった」
といった前向きな声が聞かれました。
　今後も地域との連携、文化の継承を通じて、教
育活動を推進していきます。

　高野中学校では、
高野地域の伝統を引
き継いでいく取り組
みを行っています。
　高野町の伝統芸能
の一つに「太

だ い び ょ う し

拍子」
があります。太拍子

は牛供養田植の一つで、五穀豊穣、家内安全など
を祈願するものです。
　近年では、地域の伝統文化を残そうとする皆さ
んにより、高野町文化祭で披露されていました。
　この文化を継承することを目的に、10 月から地
域の人を講師として招いて練習を行いました。
　そして、11 月１日の高野中学校文化祭で大拍子
を披露。これまで熱心に練習してきた成果をしっ
かりと発揮することができ、地域や保護者の皆さ
んから温かい拍手をいただくことができました。
　今後も地域の思いを受け継ぐ取り組みを続けて
いきます。

シリーズシリーズ
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まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

庄原市赤十字奉仕団

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

地域の“もしも”に寄り添う、行動するボランティア

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治定住係（☎ 0824-73-1209）まで。
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　　／市制施行 20 周年記念式典　　／市制施行 20 周年記念式典

1111　子どもたちと多世代の集いの場　子どもたちと多世代の集いの場

　　の整備内容を一部見直し　　の整備内容を一部見直し

　　／不当要求行為などへの対応　　／不当要求行為などへの対応

1212　市政トピックス　市政トピックス

1414　　放課後ジャーニー in 西城紫水高校放課後ジャーニー in 西城紫水高校

1616　カメラレポート　カメラレポート

1818　健康広場　健康広場

1919　お知らせ　お知らせ

2828　出張！市政トピックス　出張！市政トピックス

　
●口和フットボールクラブ（口和 FC）

がんばれ！

　本年で結成 10 年を迎える「口和 FC」。平成 28 年のスタート以来、
地域の子どもたちがのびのびとサッカーに親しめる場として活動を続
けてきました。現在は、口和小学校をはじめ、高野小学校の児童26人（男
子 25 人、女子 1人）が所属し、元気いっぱいにボールを追いかけて
います。
　チームの合言葉は「サッカーを思いっきり楽しむ」。試合の勝ち負け
だけにとらわれず、状況を見抜く力や判断力を育みながら、あいさつ
や礼儀、仲間とのつながり、そしてサッカーができる喜びを大切にし
ています。
　練習は毎週火・木曜日、口和運動公園で実施しています。
コーチと保護者が力を合わせて
子どもたちをサポートしており、
初めてでも安心して参加できま
す。
　見学や体験はいつでも歓迎し
ていますので、「ちょっと気にな
るな」という人は、ぜひ気軽に
遊びに来てください！

代表　積山　弘幸
連絡先　☎ 090-4143-6756

　当団は、平成 17 年に災害支援ボランティア団体として発足
しました。平成 18 年には、西城川の氾濫により地域の住民が体育館
に避難された際、350 食の朝食の炊き出しをして支援しました。
　また、合併した７地域持ち回りの災害想定訓練で、毎年 350 食以
上の炊き出しや救護訓練を実施。さらに、献血推進呼びかけ活動、
救急法や健康生活支援講習会など、多岐にわたって活動しています。
　こうした長年の取り組みが評価され、当団は日本赤十字社から
銀
ぎんしょくゆうこうしょう

色有功章の表彰を受けました。
　設立から 20 年が経過し、実働員が減少していることから、現在、
新たな仲間を募集しています。ＡＥＤの使い方や、お餅などの異物
が喉に詰まった時の対応、止血法や三角巾の使い方といった応急手
当てを学ぶことができます。個人でもグループでも大歓迎です！
問い合わせ
事務局　庄原市社会福祉協議会内　☎ 0824-72-7120
または　委員長　寺岡　隆行　　　☎ 090-7540-9029

市 民 の ペ ー ジ

父母より：元気いっぱ

いのやまくん！これか

らもすくすくと元気に

育ってね。

難な
ん
ば波　

大や
ま
と和

く
ん
（
三
日
市
町
）

Ｒ
５
年
２
月
19
日
生
ま
れ

父母より：たくさん食
べて大きくなって、い
ろんな事を一緒に体験
しようネ !

瀬せ

お尾　

憲の
り
ふ
み史

く
ん
（
東
城
町
）

Ｒ
３
年
11
月
１
日
生
ま
れ
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親
プ
ロ
講
座

　
「
親
の
力
」
を
学
び
合
う
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
通
称
「
親
プ
ロ
」

講
座
は
、
参
加
者
同
士
が
子
育
て

の
場
面
で
の
悩
み
や
不
安
を
話
し

合
い
な
が
ら
、
子
ど
も
や
家
族
へ

の
対
応
や
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
が

得
ら
れ
る
よ
う
開
発
さ
れ
た
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

約
44
種
類
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
子
育
て
の

発
達
段
階
に
応
じ
た
８
つ
の
年
齢

層
に
分
か
れ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
中
の
親
だ
け
で

な
く
、
子
育
て
を
終
了
し
た
中
高

年
世
代
の
人
ま
で
、
幅
広
い
世
代

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
に
参
加
し
た
人
か
ら
は

「
子
育
て
の
不
安
が
軽
く
な
っ
た
」

な
ど
の
声
が
あ
り
、
参
加
者
同
士

が
主
体
的
に
学
び
、
自
分
に
合
っ

た
答
え
を
見
つ
け
て
い
く
き
っ
か

け
づ
く
り
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

開
催
ま
で
の
流
れ

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
親
プ
ロ
講

座
の
実
施
を
希
望
す
る
団
体
へ
、

講
座
の
進
行
を
行
う
親
プ
ロ
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
講
師
）
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

①
申
し
込
み

　

実
施
の
３
カ
月
前
ま
で
に
、
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
生

涯
学
習
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

②
打
ち
合
わ
せ

　

事
前
に
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
内
容
や
準
備
物
な
ど
に
つ
い
て

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。

③
開
催

　

会
場
準
備
や
参
加
者
受
付
な
ど

は
、
申
込
団
体
で
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎
０
８
２
４
‐

☎
０
８
２
４
‐
7373
‐
１
１
８
８

‐
１
１
８
８

ほのぼのネット☎0824-73-1214

庄原警察署からのお知らせ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

「
減
ら
そ
う
犯
罪
」　
　
　
　

第
６
期
ひ
ろ
し
ま
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ン
が
ス
タ
ー
ト

　

広
島
県
で
は
、
23
年
間
に
わ

た
っ
て
「
減
ら
そ
う
犯
罪
」
広
島

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
誰
も
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
犯
罪
の
起

こ
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

も
の
で
す
。

　

運
動
を
進
め
る
上
で
、
取
り
組

み
の
方
向
性
や
施
策
の
方
針
を
示

す
行
動
指
針
と
し
て
「
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ン
」
を
計
画
し
、
第
１

期
か
ら
第
５
期
ま
で
、
期
ご
と
に

目
標
を
決
め
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

平
成
14
年
に
は
約
６
万
件
に
ま

で
達
し
た
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、

第
５
期
開
始
時
の
令
和
３
年
に
は

戦
後
最
小
の
１
万
１
１
８
１
件

と
、
ピ
ー
ク
時
の
５
分
の
１
以
下

ま
で
減
少
す
る
な
ど
、
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
行
政
、
事
業
者
、
関
係

団
体
な
ど
と
協
同
し
、
庄
原
市
の

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

見
抜
け
、
詐
欺
！
　
　
　
　

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
！

　

警
察
官
を
か
た
っ
て
「
お
金
を

払
え
ば
逮
捕
さ
れ
な
い
」
な
ど
と

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡
す
る
事
例
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　　
警
察
官
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡
す
る

警
察
官
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡
す
る

こ
と
や
お
金
を
要
求
す
る
こ
と
は

こ
と
や
お
金
を
要
求
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。。

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け
て

詐
欺
を
見
抜
き
ま
し
ょ
う
！

①
電
話
番
号
（
知
ら
な
い
番
号
）

▪
＋
44
な
ど
の
国
際
電
話
番
号

▪
03
や
06
な
ど
の
県
外
番
号

▪
非
通
知
番
号

②
人
（
相
手
の
職
業
）

▪
警
察
官
・
弁
護
士

▪
総
務
省
の
職
員

▪
通
信
事
業
者　

な
ど

③
言
葉
（
相
手
の
文
言
）

▪
あ
な
た
の
口
座
（
カ
ー
ド
）
が

　

犯
罪
に
使
わ
れ
て
い
る

▪
こ
の
ま
ま
で
は
逮
捕
さ
れ
る

▪
お
金
を
払
え
ば
逮
捕
さ
れ
な
い

見
抜
く
前
の
事
前
対
策
！

▪
国
際
電
話
の
着
信
を
拒
否

▪
い
つ
で
も
留
守
番
電
話
に
設
定

▪
携
帯
電
話
で
も
相
手
を
警
戒 

　

少
し
で
も
怪
し
い
と
思
う
こ
と

が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
警
察
署
・

交
番
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「親の力」を学び合う～親プロ講座～

庄原警察署☎0824-72-0110

▲申込書

▲ホームページ
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（1）職員の採用状況
（令和６年４月１日～令和７年３月31日）

試験区分 採用者数

行
政
職

一般事務 17人
保健師 １人
教育委員会管理主事 ３人

医
療
職

看護師 ５人
歯科衛生士 １人
理学療法士 ２人

計 29人

（2）職員の退職の状況
（令和６年４月１日～令和７年3月31日）

市長事務
部局など

西城市民
病院 計

定年退職 ６人 １人 ７人
任期満了 １人 ０人 １人
普通退職 27人 ５人 32人
分減免職 １人 ０人 １人
死亡退職 ０人 １人 １人
合　計 35人 ７人 42人

（3）部門別職員数（令和７年４月１日現在)

区分
部門

職員数 対前年
増減数令和６年度 令和７年度

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 ６人 6人 0人
総務・企画 140人 133人 △ 7人

税務 21人 17人  △ 4人
労働 0人 0人 0人

農林水産 42人 38人 △ 4人
商工 17人 17人 0人
土木 48人 48人  0人
民生 96人 96人  0人
衛生 31人 31人 0人
計 401人 386人 △ 15人

教育 30人 30人 0人
警察 0人 0人 0人
消防 0人 0人 0人

小　計 431人 416人 △ 15人

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病院 79人 75人 △ 4人
水道 0人 ０人 0人

下水道 9人 ８人 △ 1人
その他 31人 31人 0人
小　計 119人 114人 △ 5人

合　計 550人
〔847人〕

530人
〔797人〕

△ 20人
〔△50人〕

（注） 1.職員数は一般職に属する職員数。　2.〔　　〕内は条例定数。

（1）令和６年度の人件費（普通会計決算）
住民基本台帳人口

（令和７年１月１日）
歳出額

Ａ 実質収支 人件費
Ｂ

人件費率
（B ／ A）

3万1,198人 332億2,413
万円

4億4,051
万円

41億7,801
万円 12.6％

（注）金額は万円未満を四捨五入。

（2）令和６年度の職員給与費（普通会計決算）

職員数Ａ 給与費 １人当たり給与費
(B/A)給料 職員手当 期末・勤勉手当 計B

430 人 16億68万円 ２億9,793万円 ６億5,636万円 25億5,497万円 594万円
（注） 職員数は令和６年４月１日現在の数。職員手当には退職手当を含まない。金額は万円未満を四捨五入。

　　　職員の給与の状況	

　　　職員の任免および職員数

（5）職員の初任給
　　  （令和７年４月１日現在）

区分 一般行政職
大学卒 高校卒

庄原市 22万0,000円 19万4,500円

広島県 22万8,738円 19万7,583円

国 22万0,000円 18万8,000円

（6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額
　　  （令和７年４月１日現在 )

区分 一般行政職
大学卒 高校卒

経験年数10-15年 28万6,036円 27万7,400円

経験年数15-20年 31万1,960円 29万6,600円

経験年数20-25年 36万2,111円 30万9,650円

（７）一般行政職の級別職員数
　　　（令和７年４月１日現在 )

区分 標準的な
職務内容 職員数 構成比

１級 主事 18人 5.3%

２級 主事 46人 13.6%

３級 主任主事 89人 26.3%

４級 主任 59人 17.4%

５級 係長級 87人 25.6%

６級 課長級 34人 10.0%

7級 部長級 6人 1.8%

計 339人 100.0%

（注）
１. 給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。
２. 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な
　 職務。

（3）ラスパイレス指数（一般行政職）

区分 令和５年度
（４月１日時点）

令和６年度
（４月１日時点）

庄原市 96.5 97.0

全国市平均 98.6 98.6

（注）
1. ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を 100 として、庄原市
　職員の給与水準を比較した数字。
2. 全国市平均は政令指定都市を除いた数値。
3. 令和７年度の指数は現時点で未公表。国の公表後、市ホームページ
　へ掲載｡

（4）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額（一般行政職）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

庄原市 43.3歳 32万9,824円 35万9,067円

広島県 43.0歳 33万7,278円 37万8,982円

国 41.9歳 33万2,237円 41万4,480円

（注）
１.「平均給料月額」とは、令和７年４月１日　
　現在の職員の基本給。
2.「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払
　われる扶養、住居、管理職手当などの諸手
　当の額を合計したもの。

1

区分 報酬月額など 期末手当

給
料
・
報
酬

市長
副市長
教育長

86万円
70万円
62万円

（令和６年度支給割合）
 4.6月分

（加算の状況）
 役職加算15%

議長
副議長
議員

44万円
38万円
35万円

　　　特別職の報酬など（令和７年４月１日現在 )2

3

市
職
員
の
給
与

な
ど
を
公
表

総
務
課
職
員
係　
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
２

　
「
地
方
公
務
員
法
」お
よ
び「
庄
原
市

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
庄
原

市
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
を

公
表
し
ま
す
。

　

市
の
職
員
の
給
与
は
、
基
本
給
と

し
て
の
給
料
と
扶
養
手
当
、
通
勤
手

当
な
ど
の
諸
手
当
か
ら
な
っ
て
お
り
、

国
や
他
の
自
治
体
の
職
員
の
給
与
な

ど
を
考
慮
し
た
上
、「
庄
原
市
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
」な
ど
で
定
め
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
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　　　市制施行 20 周年記念式典を開催します

祝
！
市
制
施
行
20
周
年

　

令
和
７
年
３
月
31
日
、
本
市

は
市
制
施
行
20
周
年
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
は
、
市
制
施
行
20
周
年
を

「
ま
ち
全
体
で
祝
う
１
年
」
と
な

る
よ
う
、
市
民
団
体
や
地
域
の

皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
事
業
に
対
し
、
補
助
金
事

業
を
整
備
し
て
後
押
し
し
て
お

り
、
年
間
を
通
じ
て
、
多
彩
な

催
し
や
交
流
が
市
内
各
地
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

記
念
式
典

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
の
締
め

く
く
り
と
し
て
、
次
の
と
お
り

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

　

式
典
は
誰
で
も
参
加
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

と
き

３
月
21
日
㈯

10
時
45
分
～
12
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

（
約
７
０
０
席
）

名
誉
市
民
顕
彰

　

本
市
出
身
で
、
運
輸
大
臣
、

建
設
大
臣
、
金
融
・
郵
政
改
革

担
当
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
た

亀か
め
い井
静し

ず
か香
氏
に
、
名
誉
市
民
の

称
号
を
贈
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

本
式
典
の
中
で
、
そ
の
ご
功

績
を
顕
彰
し
ま
す
。

　

式
典
の
詳
し
い
内
容
は
、
広

報
し
ょ
う
ば
ら
２
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
総
務
法
制
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
３

医療費通知（医療費のお知らせ）を医療費控除に活用する予定の人へ
（国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入している人）

保健医療課医療予防係☎0824-73-1155・保健医療課国保年金係☎0824-73-1158
　

市
・
県
民
税
（
住
民
税
）の
申

告
や
確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を

受
け
る
人
は
「
医
療
費
控
除
の
明

細
書
」を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、「
医
療
費
通
知
（
医
療
費

の
お
知
ら
せ
）」を
添
付
す
る
こ
と

で
、「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」の

記
入
を
一
部
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

医
療
費
通
知
の
送
付
時
期

　
「
医
療
費
通
知
（
医
療
費
の
お

知
ら
せ
）」は
、「
国
民
健
康
保
険
」

お
よ
び「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

に
加
入
し
て
い
る
人
へ
、次
の
時

期
に
届
き
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険

　

１
～
10
月
診
療
分　

２
月
上
旬

　

11
・
12
月
診
療
分　

３
月
上
旬

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

１
～
10
月
診
療
分　

２
月
上
旬

　

11
・
12
月
診
療
分　

３
月
下
旬

11
・
12
月
診
療
分
の
控
除
を

受
け
る
に
は

　
「
11
月
・
12
月
診
療
分
」
の
通

知
は
、
申
告
の
時
期
に
間
に
合
わ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
か
ら
の
請
求

が
遅
れ
て
い
る
場
合
や
、
再
審
査

と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
診

療
情
報
が
通
知
に
記
載
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
該
当
の
医
療
費
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
医
療
機

関
の
領
収
書
な
ど
に
基
づ
き
作
成

し
た
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

を
添
付
し
て
申
告
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の

様
式
は
、
税
務
課
市
民
税
係
・
各

支
所
地
域
振
興
室
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
医
療
費
の
領
収
書
は
、
確
定
申

告
な
ど
の
期
限
か
ら
５
年
間
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▼
国
民
健
康
保
険
加
入
者

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
８

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

《
１
月
ま
で
》

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

《
２
月
か
ら
》

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
費
の
お

知
ら
せ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０
‐
３
３
８
５
‐
１
０
０
９

 「子どもたちと多世代の集いの場」の整備内容を一部見直し
～みんなが安心して利用できる日常使いの公園へ～

　不当要求行為などへの対応

企画課企画調整係☎0824-73-1128

総務課総務法制係☎0824-73-1123

　

上
野
総
合
公
園
で
計
画
し
て
い

上
野
総
合
公
園
で
計
画
し
て
い

る
「
子
ど
も
た
ち
と
多
世
代
の
集

る
「
子
ど
も
た
ち
と
多
世
代
の
集

い
の
場
」整
備
事
業
は
、令
和
７
年

い
の
場
」整
備
事
業
は
、令
和
７
年

６
月
６
月
1010
日
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会

日
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会

本
会
議
で
、八
谷
市
長
よ
り
事
業

本
会
議
で
、八
谷
市
長
よ
り
事
業

効
果
の
十
分
な
分
析
と
実
施
の
是

効
果
の
十
分
な
分
析
と
実
施
の
是

非
を
再
検
討
し
て
い
く
旨
の
所
信

非
を
再
検
討
し
て
い
く
旨
の
所
信

表
明
が
あ
り
、内
部
で
の
検
討
を

表
明
が
あ
り
、内
部
で
の
検
討
を

進
め
た
結
果
、市
民
の
皆
さ
ん
の

進
め
た
結
果
、市
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
踏
ま
え
、よ
り
日
常
的
に
利

声
を
踏
ま
え
、よ
り
日
常
的
に
利

用
し
や
す
く
、か
つ
一
層
安
全
性

用
し
や
す
く
、か
つ
一
層
安
全
性

に
配
慮
し
た
施
設
整
備
を
目
指
す

に
配
慮
し
た
施
設
整
備
を
目
指
す

こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

見
直
し
の
経
過
と
今
後
の
整
備

　

見
直
し
の
経
過
と
今
後
の
整
備

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

見
直
し
の
検
討
経
過

見
直
し
の
検
討
経
過

①
近
隣
施
設
と
の
比
較
検
討

①
近
隣
施
設
と
の
比
較
検
討

▪
国
営
備
北
丘
陵
公
園
を
は
じ
め

▪
国
営
備
北
丘
陵
公
園
を
は
じ
め

　

と
す
る
近
隣
施
設
と
比
較
す
る

　

と
す
る
近
隣
施
設
と
比
較
す
る

　

と
規
模
が
小
さ
く
、期
待
さ
れ

　

と
規
模
が
小
さ
く
、期
待
さ
れ

　

る
効
果
も
限
定
的
と
判
断

　

る
効
果
も
限
定
的
と
判
断

②
子
育
て
世
代
の
声

②
子
育
て
世
代
の
声

▪
市
内
の
子
育
て
世
帯
を
対
象
と

▪
市
内
の
子
育
て
世
帯
を
対
象
と

　

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

　

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

　
「
平
日
に
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
れ

　
「
平
日
に
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
れ

　

る
公
園
」へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
い

　

る
公
園
」へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
い

③
必
要
な
設
備
更
新

③
必
要
な
設
備
更
新

▪
既
存
の
遊
具
は
設
置
か
ら

▪
既
存
の
遊
具
は
設
置
か
ら
2020
年年

　

近
く
経
過
し
て
お
り
、適
切
な

　

近
く
経
過
し
て
お
り
、適
切
な

　

改
修
が
必
要

　

改
修
が
必
要

▪
近
年
の
気
象
状
況
を
考
慮
し
た

▪
近
年
の
気
象
状
況
を
考
慮
し
た

　

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る

　

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る

　

市
役
所
に
寄
せ
ら
れ
る
ご
意
見

　

市
役
所
に
寄
せ
ら
れ
る
ご
意
見

や
ご
要
望
に
対
し
て
、職
員
は
誠

や
ご
要
望
に
対
し
て
、職
員
は
誠

実
に
対
応
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま

実
に
対
応
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、そ
の
中
に
は
、

　

し
か
し
な
が
ら
、そ
の
中
に
は
、

内
容
が
著
し
く
妥
当
性
を
欠
く
も

内
容
が
著
し
く
妥
当
性
を
欠
く
も

の
や
、社
会
通
念
に
照
ら
し
て
不

の
や
、社
会
通
念
に
照
ら
し
て
不

相
当
な
要
求
や
言
動
（
い
わ
ゆ
る

相
当
な
要
求
や
言
動
（
い
わ
ゆ
る

「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」を

「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」を

含
む
）が
あ
り
ま
す
。

含
む
）が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
要
求
や
言
動
に
よ

　

こ
の
よ
う
な
要
求
や
言
動
に
よ

っ
て
、職
員
と
し
て
受
忍
す
べ
き

っ
て
、職
員
と
し
て
受
忍
す
べ
き

限
度
を
超
え
て
精
神
的
・
肉
体
的

限
度
を
超
え
て
精
神
的
・
肉
体
的

苦
痛
を
受
け
た
場
合
に
は
、通
常

苦
痛
を
受
け
た
場
合
に
は
、通
常

の
業
務
に
支
障
を
来
す
な
ど
、行

の
業
務
に
支
障
を
来
す
な
ど
、行

政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
き
か
ね

政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
き
か
ね

な
い
事
態
に
な
り
ま
す
。

な
い
事
態
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、こ
う
し
た
背
景
を
踏

　

今
後
は
、こ
う
し
た
背
景
を
踏

ま
え
、次
の
と
お
り
対
応
し
ま
す

ま
え
、次
の
と
お
り
対
応
し
ま
す

の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

い
し
ま
す
。

相
談
時
間

相
談
時
間

　

相
談
時
間
な
ど
は
、目
安
と
し

　

相
談
時
間
な
ど
は
、目
安
と
し

て
、次
の
と
お
り
設
定
し
て
い
ま

て
、次
の
と
お
り
設
定
し
て
い
ま

す
。
す
。

①
初
回
相
談
は
、１
時
間
以
内

①
初
回
相
談
は
、１
時
間
以
内

②
２
回
目
以
降
の
継
続
相
談
は
、

②
２
回
目
以
降
の
継
続
相
談
は
、

　
１
回
当
た
り

　
１
回
当
た
り
3030
分
以
内

分
以
内

③
１
日
当
た
り
１
回
以
内

③
１
日
当
た
り
１
回
以
内

④
１
週
間
当
た
り
３
回
以
内

④
１
週
間
当
た
り
３
回
以
内

※
職
員
が
必
要
と
判
断
す
る
場
合

※
職
員
が
必
要
と
判
断
す
る
場
合

を
除
き
、こ
れ
ら
の
時
間
を
超
え

を
除
き
、こ
れ
ら
の
時
間
を
超
え

見
直
し
後
の
整
備
内
容

見
直
し
後
の
整
備
内
容

▪
臨
時
駐
車
場
部
分
に
予
定
し
て

▪
臨
時
駐
車
場
部
分
に
予
定
し
て

　

い
た
大
型
遊
具
の
整
備
は
中
止

　

い
た
大
型
遊
具
の
整
備
は
中
止

▪
芝
生
広
場
の
複
合
遊
具
を
更
新

▪
芝
生
広
場
の
複
合
遊
具
を
更
新

　

し
、新
た
に
年
齢
階
層
別
の
遊

　

し
、新
た
に
年
齢
階
層
別
の
遊

　

具
エ
リ
ア
や
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

　

具
エ
リ
ア
や
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

　

遊
具
エ
リ
ア
を
整
備

　

遊
具
エ
リ
ア
を
整
備

▪
日
差
し
対
策
と
し
て
、大
型
屋

▪
日
差
し
対
策
と
し
て
、大
型
屋

　

根
や
パ
ー
ゴ
ラ
な
ど
、安
全
性

　

根
や
パ
ー
ゴ
ラ
な
ど
、安
全
性

　

に
配
慮
し
た
日
よ
け
設
備
を
整

　

に
配
慮
し
た
日
よ
け
設
備
を
整

　

備

　

備
▪
約
▪
約
5050
台
分
以
上
の
新
た
な
駐
車

台
分
以
上
の
新
た
な
駐
車

　

場
ス
ペ
ー
ス
を
整
備

　

場
ス
ペ
ー
ス
を
整
備

　

な
お
、遊
具
の
具
体
的
な
配
置

　

な
お
、遊
具
の
具
体
的
な
配
置

や
仕
様
に
つ
い
て
は
、今
後
、プ
ロ

や
仕
様
に
つ
い
て
は
、今
後
、プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
発
注
者
が
定
め

ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
発
注
者
が
定
め

る
仕
様
だ
け
で
な
く
、業
者
か
ら

る
仕
様
だ
け
で
な
く
、業
者
か
ら

の
提
案
も
募
集
し
、技
術
力
や
提

の
提
案
も
募
集
し
、技
術
力
や
提

案
内
容
を
評
価
し
て
最
適
な
受
注

案
内
容
を
評
価
し
て
最
適
な
受
注

者
を
選
ぶ
方
式
）に
よ
り
決
定
し

者
を
選
ぶ
方
式
）に
よ
り
決
定
し

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

今
後
の
予
定

今
後
の
予
定

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

駐
車
場
整
備

駐
車
場
整
備

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

遊
具
の
更
新
・
新
設

遊
具
の
更
新
・
新
設

令
和
９
年
度

令
和
９
年
度

供
用
開
始

供
用
開
始

る
場
合
は
、対
応
を
終
了
し
、ま
た

る
場
合
は
、対
応
を
終
了
し
、ま
た

は
庁
舎
か
ら
の
退
去
を
求
め
ま

は
庁
舎
か
ら
の
退
去
を
求
め
ま

す
。
す
。相

談
場
所

相
談
場
所

　

面
接
に
よ
る
相
談
は
、
庁
舎
内

で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
面
接
に
よ
る
相
談
は
、

原
則
と
し
て
複
数
の
職
員
で
対
応

す
る
こ
と
と
し
、
職
員
に
対
し
、

威
圧
的
な
言
動
や
拘
束
的
な
言
動

な
ど
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
録
音

を
行
い
ま
す
。

撮
影
・
録
音
・
録
画
な
ど

撮
影
・
録
音
・
録
画
な
ど

　

相
談
者
に
よ
る
撮
影
、
録
音
、

録
画
な
ど
は
、
原
則
と
し
て
お
断

り
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
職
員
へ
の
誹
謗
中
傷
・

嫌
が
ら
せ
と
認
め
ら
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

へ
の
投
稿
な
ど
が
判
明
し
た
場
合

は
、警
察
へ
通
報
す
る
と
と
も
に
、

掲
載
先
の
運
営
者
に
削
除
を
求
め

ま
す
。

職
員
の
安
全
確
保

職
員
の
安
全
確
保

　

相
談
対
応
に
当
た
っ
て
は
、
職

員
の
安
全
確
保
を
優
先
し
ま
す
。

　

な
お
、
脅
迫
や
暴
力
な
ど
に
よ

り
、
職
員
に
危
害
が
加
え
ら
れ
る

恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
直
ち
に
警

察
に
通
報
し
ま
す
。

広報しょうばら／ 2026.1　10 11　2026.1 ／広報しょうばら
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11
月
22
日
、
庄
原
市
民
会
館
で
庄
原
市

人
権
講
演
会
を
開
催
し
、
約
２
０
０
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
タ
レ
ン
ト
の
山や

ま
だ田
雅ま

さ
と人
さ
ん

と
声
優
・
歌
手
の
佐さ

く

ま

久
間
レ
イ
さ
ん
を
講

師
に
「
山
田
雅
人
・
佐
久
間
レ
イ
『
や
な

せ
た
か
し
物
語
』
～
戦
後
80
年
に
平
和
を

考
え
る
～
」
と
題
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
生
み
の
親
で
あ
り
、

自
ら
戦
争
を
経
験
し
た
漫
画
家
・
や
な
せ

た
か
し
さ
ん
の
人
生
や
、
講
師
の
２
人
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
最

後
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
豊と

よ
し
ま島
美み

ゆ
き雪

さ
ん
を
交
え
た
３
人
の
対
談
で
締
め
く
く

り
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

来
場
者
は
「
や
な
せ
さ
ん
と
の
出
会
い

が
、
多
く
の
人
に
平
和
や
命
に
つ
い
て
思

い
を
巡
ら
す
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
、
深
い
感
銘
を
受
け
た
」
と
話
し
、
生

き
る
こ
と
や
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
国
営
備
北
丘
陵
公
園
北
入
口
エ
リ
ア
里

山
の
駅
庄
原
ふ
ら
り
で
、
第
22
回
こ
ど
も
ま
つ
り
を
開
催

し
、
約
２
５
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
内
の
高
校
生
に
よ
る
手
作
り
か
る
た
大
会

を
は
じ
め
と
し
て
、
パ
ト
カ
ー
・
消
防
車
・
バ
ス
の
乗
車

体
験
、
乗
馬
体
験
な
ど
、
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

を
図
る
た
め
に
参
加
し
た
市
内
24
団
体
が
企
画
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
む
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
高
校
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
や
健

康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
市
制
施
行
20
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
い
の
う
え
ゆ
き
先
生
と
、
か
く
は
ま
み

ほ
先
生
に
よ
る
リ
ト
ミ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

親
子
で
来
場
し
た
人
は
「
手
作
り
お
も
ち
ゃ
な
ど
遊

べ
る
コ
ー
ナ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し

そ
う
に
し
て
い
た
。
広
い
芝
生
の
上
で
元
気
に
体
を
動
か

し
て
、
良
い
一
日
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

12
月
４
日
、
庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で
障
害

者
理
解
促
進
・
啓
発
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

和わ

だ

や

ま

田
山
企
画
代
表
の
大お

お
は
し橋
広ひ

ろ
の
ぶ宣
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、「
個
性
を
伸
ば
し
て
生
き
る
」
～
苦
手
は
得

意
で
カ
バ
ー
～
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
橋
さ
ん
は
、
発
達
障
害
を
持
ち
、
い
じ
め
や

無
理
解
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
両
親
や
周
囲
の
愛

情
と
理
解
で
個
性
を
伸
ば
し
、
夢
を
叶
え
た
自
身

の
体
験
を
通
し
て
、
周
囲
の
理
解
や
支
援
、
個
性

を
伸
ば
し
て
認
め
る
こ
と
、
一
緒
に
考
え
て
い
く
大

切
さ
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
目
の
前
で
実
体
験
を
話
さ
れ

る
姿
に
引
き
込
ま
れ
た
。
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
に

目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
得
意
な
こ
と
で
カ
バ
ー

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
は
、
今
後
も
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
1
日
～
11
月
19
日
の
間
、
庄

原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
第
16

期
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
２
級
指

導
士
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

八
谷
市
長
か
ら
、
８
日
間
の
全
日

程
を
修
了
し
た
５
人
の
新
指
導
士
へ

修
了
証
書
を
授
与
し
、
そ
の
門
出
を

温
か
く
祝
福
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
10
月
に
養
成
講
習
会

を
開
始
し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
合
計

１
７
４
人
の
指
導
士
が
誕
生
し
て
い

ま
す
。

　

新
た
に
指
導
士
と
な
っ
た
５
人
は

今
後
、
指
導
士
会
の
仲
間
と
共
に
体

操
指
導
士
と
し
て
、
地
域
の
集
ま
り

場
や
体
操
教
室
な
ど
で
、
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
実
践
と
普
及
啓
発

活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

心を一つに響かせて
令和７年度庄原市中学校合唱コンクール

仲間と共に走る、庄原の冬
第74回庄原市スター式駅伝大会

戦後80 年の今、平和の尊さについて考える
庄原市人権講演会

親子で楽しむにぎやかな一日
第22回こどもまつり

障害への理解を深める
障害者理解促進・啓発講演会

シルバーリハビリ体操指導士が新たに誕生
シルバーリハビリ体操２級指導士養成講習会

教育
指導課

生涯
学習課

市民
生活課

児童
福祉課

社会
福祉課

高齢者
福祉課

軽快なトークで会場を盛り上げた３人

まめうつしゲームに挑戦！

しゃぼん玉を追いかける子どもたち

真剣に講演を聞く参加者 新たに誕生した指導士と記念撮影

　

11
月
13
日
、
市
内
全
７
中
学
校

が
一
堂
に
会
す
る
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
を
庄
原
市
民
会
館
で
開
催
し
、

各
学
校
が
課
題
曲
「
ふ
る
さ
と
」

と
自
由
曲
の
２
曲
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

各
校
の
生
徒
が
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
心
を
一
つ
に
し
て
奏

で
る
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
、
歌

詞
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
表
現
し

て
歌
お
う
と
す
る
姿
に
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し

た
。

　

生
徒
は
「
何
度
も
練
習
し
て
ど

の
よ
う
に
歌
っ
た
ら
良
い
か
み
ん

な
で
話
し
合
い
な
が
ら
本
番
を
迎

え
た
。
歌
う
前
は
と
て
も
緊
張
し

た
が
、
み
ん
な
と
心
を
一
つ
に
し

て
歌
う
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
で

一
番
良
い
合
唱
に
な
っ
た
と
思
う
。

悔
い
な
く
精
い
っ
ぱ
い
歌
え
て
良

か
っ
た
」
と
話
し
、
自
分
た
ち
の
当

日
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
お
互
い
の
合
唱
を
称
え
合

い
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
が
す
ご
く
練
習
し
て
発
表
し
て
い

る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
全
力
の

合
唱
に
感
動
し
た
」
な
ど
、
生
徒
の

一
生
懸
命
な
姿
に
感
動
す
る
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
合
唱
後
に
は
、
地
元

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
あ
ん
だ
ん
て
」

が
美
し
い
歌
声
を
響
か
せ
、コ
ン
ク
ー

ル
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
生
徒
と
来
場
者
全

員
で
課
題
曲
を
合
唱
し
、
コ
ン
ク
ー

ル
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

な
お
、
参
加
し
た
３
年
生
は
、
５

年
後
の
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
で
、

再
び
心
を
一
つ
に
し
て
課
題
曲
を
合

唱
す
る
予
定
で
す
。

　

12
月
７
日
、
第
74
回
庄
原
市
ス
タ
ー
式
駅

伝
大
会
を
開
催
し
、
本
年
は
市
内
外
か
ら
34

チ
ー
ム
、
約
２
５
０
人
が
参
加
し
、
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
中
学
、
高
校
、
一
般
な
ど
７
部
門

に
分
か
れ
、
上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
を

基
点
に
６
区
間
、
男
子
16
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

女
子
15
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

寒
さ
が
身
に
染
み
る
中
、ラ
ン
ナ
ー
は
“
た

す
き
”
を
つ
な
げ
る
た
め
、
精
い
っ
ぱ
い
駆

け
抜
け
ま
し
た
。

　

沿
道
か
ら
は
温
か
い
声
援
が
送
ら
れ
、
選

手
た
ち
は
力
強
い
走
り
で
応
え
、
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

最優秀賞を獲得した西城中学校

師走の庄原を駆け抜けるランナー

優秀賞を獲得した庄原中学校



0303 0202 0101 西
城
紫
水
高
校
の
魅
力

少
人
数
授
業

　

少
人
数
制
の
特
長
を
生
か
し
、
一
人
一
人
の
理

解
度
や
個
性
に
応
じ
た
、
き
め
細
か
な
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

質
問
や
意
見
交
換
が
し
や
す
く
、
生
徒
と
教
員

の
距
離
が
近
い
こ
と
も
大
き
な
魅
力
で
す
。

地
域
貢
献

　

地
域
行
事
へ
の
参
加
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
活
動
す
る
こ
と
を
重

視
し
て
お
り
、
学
校
は
ま
さ
に
「
地
域
に
育
て
て

い
た
だ
く
学
び
の
場
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

荻お
ぎ
の野
寮

　

学
校
か
ら
徒
歩
３
分
の
好
立
地
に
あ
る
荻
野

寮
。
最
大
44
人
が
入
寮
可
能
な
寮
で
は
、
現
在
、

男
子
17
人
、
女
子
５
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

部
屋
の
中
は
、
基
本
２
人
の
相
部
屋
で
、
お
互

い
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
つ
つ
、
共
同
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

寮
生
は
朝
・
昼
・
晩
と
１
日
３
食
、
寮
の
食
堂

で
温
か
い
食
事
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

合
言
葉
は
「
一
人
一
人
が
主
人
公
！
」　
　
　

創
立
１
０
０
年
を
迎
え
る
西
城
紫
水
高
校

　

第
３
回
目
の
「
放
課
後
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
は
、「
広

島
県
立
西さ

い
じ
ょ
う
し
す
い

城
紫
水
高
校
」
へ
！

　

全
国
的
に
も
珍
し
い
部
活
動
や
地
域
で
の
活
動

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
ま
す
。

静
寂
の
先
に
あ
る
、　
　
　
　
　

一
発
へ
の
こ
だ
わ
り

　

静
か
に
的
を
見
つ
め
、
呼
吸
を
整

え
、
引
き
金
に
意
識
を
集
中
さ
せ
る

―
―
射
撃
部
の
練
習
は
、
ま
る
で
自

分
の
内
側
と
向
き
合
う
時
間
の
よ
う

で
す
。

　

細
か
な
姿
勢
の
調
整
や
メ
ン
タ
ル

の
安
定
が
競
技
に
大
き
く
影
響
す
る

た
め
、
日
々
の
練
習
で
は
反
復
と
集

中
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
部
員
は
３
人
。
そ
の
全
員

が
１
年
生
で
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
部
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

射
撃
部
の
存
在
が
入
学
の
決
め
手

に
な
っ
た
と
い
う
部
員
も
。

　
「
今
ま
で
の
自
分
を
超
え
た
と
き

に
達
成
感
が
あ
る
」
と
話
す
表
情
に

は
、
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
へ
の
自

信
が
に
じ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

静
寂
の
中
で
技
術
と
精
神
力
を
磨

く
経
験
が
、
部
員
一
人
一
人
の
成
長

を
支
え
て
い
ま
す
。

響
き
合
う
音
、
受
け
継
ぐ
舞

　

太
鼓
の
音
が
練
習
場
に
鳴
り
響
く

と
、
舞
に
入
る
生
徒
た
ち
の
表
情
が

一
気
に
引
き
締
ま
り
ま
す
。

　

神
楽
部
は
、
地
域
の
神
楽
団
か
ら

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
伝
統
の
舞
を

高
校
生
な
ら
で
は
の
感
性
と
力
で
表

現
し
て
い
ま
す
。

　

２
年
生
の
清
水
さ
ん
は
「
人
前
で

舞
う
こ
と
で
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

や
、
支
え
て
く
れ
る
人
へ
の
感
謝
を

実
感
で
き
る
。
神
楽
を
通
じ
て
、
表

現
力
や
伝
え
る
力
が
身
に
付
い
た
」

と
話
し
ま
す
。

　

複
雑
な
動
き
や
息
を
合
わ
せ
る
難

し
さ
に
加
え
、
重
い
衣
装
や
視
界
の

限
ら
れ
る
面
も
、
舞
に
は
欠
か
せ
な

い
要
素
で
す
。
そ
う
し
た
条
件
の
中

で
舞
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
集
中
力

と
表
現
の
深
み
が
培
わ
れ
て
い
き
ま

す
。

　

神
楽
に
興
味
を
持
つ
人
が
、
も
っ

と
増
え
て
ほ
し
い
―
―

　

伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
舞
台
に

立
つ
思
い
が
、
次
の
世
代
へ
と
つ
な

が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

静
と
動
、
異
な
る
世
界
で
活
動
す

る
射
撃
部
と
神
楽
部
。
し
か
し
、
話

を
聞
く
と
、
ど
ち
ら
の
部
に
も
「
自

分
自
身
と
向
き
合
う
時
間
」
を
大
切

に
す
る
共
通
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

西
城
紫
水
高
校
の
放
課
後
に
は
、

今
日
も
多
彩
な
挑
戦
が
息
づ
い
て
い

ま
す
。

　本記事に関すること　　行政管理課広報統計係（☏0824-73-1159 / メール koho@city.shobara.lg.jp）
　内容などに関すること　広島県立西城紫水高校 教頭 平井（☏0824-82-2511）

問い合わせ

　

西
城
紫
水
高
校
に
は
、
精
密
さ
を

極
め
る
「
射
撃
部
」
と
、
地
域
の
伝

統
を
受
け
継
ぐ
「
神
楽
部
」
と
い
う

２
つ
の
個
性
豊
か
な
部
活
動
が
あ
り

ま
す
。

　

対
照
的
な
世
界
で
活
動
す
る
生
徒

た
ち
に
、
競
技
の
魅
力
や
成
長
の
実

感
を
聞
き
ま
し
た
。

１_インタビューに協力いただいた皆さん
（左から射撃部　廣

ひろ も と

本杏
あ る な

琉奈さん、栗
くり も と

本ら
らさん、奥

お く つ

津佑
ゆ み か

美佳さん　神楽部　清
し み ず

水
藍
あ い と

斗さん）　２_厳かな空気に包まれた三
次市鷺

さぎ

神社の境内で力強くも丁寧な舞を
奉納　３_ぽんぽこ山保育園の園児たちが
見守る中の演舞　４_互いに声を掛け合い
ながらフォームを確認し合い、細かな調整
を重ねる部員たち

　静まり返った射場に張りつめた空気が
漂う中、的を見据える部員の視線は真剣
そのもの。一発ごとに呼吸を整え、集中力
を高めながら、基本動作を丁寧に確認しま
す。

　地域の高齢者が集う八
や ほ こ

鉾敬老会の会場
で、日頃の感謝の気持ちを込めた演舞を披
露。
　会場を温かな拍手と笑顔で包みました。

　練習の成果を発揮すべく、いざ大会へ。
　張りつめた緊張感の中でも落ち着いた
構えを崩さず、一発一発に集中する姿が
印象的でした。

１

２４

３

①分からないところは丁寧に説明！
　少人数を生かして、一人一人にきめ細か
　な授業を行っています。

③西城小の児童と一緒に地域の高齢
　者にプレゼント。

②授業では実験をしたり、野菜を育
　てたりすることも。

⑥温かい食事をみんなで囲むひとときが、
　毎日の楽しみです。

④地域の人を講師に招いて、そば打
　ちを体験！

⑤学校から約200メートルの距離に
　ある荻野寮。
　ベッドと勉強机などがあります。
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●市内のイベントやまちの話題をお届けします。Camera ReportCamera Report
カメラレポート

行政管理課広報統計係  ☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322

地域の事をよく知っておいしく食べて元気に お腹も心も大満足！企業が合同で環境整備
　ヒューマンフェスティバル2025・12/6　おやこの食育教室・11/27 　中学生が企画した餅つき大会・11/22　企人協　美しい地域づくり活動・11/26 №4№8 №3№7

▲つきたての餅を振る舞う生徒たち▲地域の紹介をする中学生▲集中して調理に取り組む参加者たち ▲清掃活動後の記念撮影

　里山総領体育館で、ヒューマンフェスティバル2025
が開催され、町内外から150人が来場しました。
　これは12月10日の世界人権デーおよび12月４日か
らの人権週間に合わせて毎年開催される催しです。
　第１部は総領小児童の太鼓演奏で開幕し、総領にゆか
りのある方々によるオカリナやジャズ、ボサノヴァなど
の演奏が行われました。第２部では、総領中生徒による
M
マ イ

Y探求・O
ア ワ ー

UR探求の発表があり、１年生は「缶バッヂ
の作成について」、２年生は「職場体験について」、３年
生はグループごとに「防災マップの作成について」「プロ
モーションビデオの撮影について」などを発表しました。
　来場者は「地域の事でも、意外と知らない事が多かっ
た」と話しました。

　高野保健福祉センターで、高野町食生活改善推進員
協議会主催の「おやこの食育教室」が開催され、高野
保育所年長児６人の親子が参加しました。
　この事業は、町内の保育所年長児を対象に毎年行わ
れているもので、子どもたちは、保育所での調理体験
を生かして手際よく料理をしながら、「おいしくな～
れ」と魔法を掛けていました。
　参加したお母さんは「日頃ゆっくり時間をとって一
緒に料理をしないので、貴重な時間が過ごせた」と話
しました。また、協議会会長の槇

まき

英
え い こ

子さんは「健康の
ためには、子どもの時から食にしっかり関心を持つこ
とが大切。高野は昔から味が濃いめなので、塩分の取
り過ぎには注意してほしい」と話しました。

　西城自治振興センターで餅つき大会が開催され、西城
中3年生のほか、地域の高齢者や家族連れなど約180
人が参加しました。
　この催しは、西城中３年生が１年生の時に、西城を元
気づけたいという思いから計画してきた企画で、今回地
域の支援を受けて実現したものです。
　当日は、地域住民の指導のもと、生徒たちの「よいしょ」
の掛け声により、臼

うす

と杵
きね

を用いて餅をつきました。つき
たての餅は焼かれ、きな粉やしょうゆで味付けして参加
者に振る舞われました。
　最後は、西城中の生徒たちが、庄原市中学校合唱コン
クールで最優秀賞を受賞した時の課題曲「ふるさと」を
合唱して締めくくり、みんな大満足の餅つきとなりました。

　企業の人権啓発活動を目的に活動する団体「庄原市
企業人権啓発推進連絡協議会」が、上野公園で美しい
地域づくり活動（環境整備）を実施し、会員 21人が
参加しました。
　同協議会は、市内事業所を中心に 47 社が加入し、
人権啓発の推進や地域貢献活動に取り組んでいます。
　今回は、地域貢献活動の一環として、上野池や瓢

ひさごやま

山
古墳周辺の清掃活動を実施。小雨の降る中、参加者全
員で熱心にごみ拾いが行われました。
　同協議会の安

あ べ

部隆
たかひろ

弘会長は「新型コロナウイルスの
関係で長年、地域貢献活動を実施していなかったが、
本年度より活動を再開することができた。今後も会員
の皆さんと活動を行っていく」と話しました。

鉄路がつなぐ絆と笑顔！ 口和の自然を満喫認知症を学ぶ 「いいいろ」に塗装
　県境鉄道フェスタ・11/23 　口和の里フットパス＆芋煮会・11/15　認知症サポーター養成講座・11/11 　いいいろ塗装の日・11/17

　認知症サポーター養成講座が開催され、東城小４年
生の児童22人が受講し、認知症が脳の病気であること
や認知症の人への接し方について学びました。
　当日は、実際に認知症と診断された渡

わたなべ

邉さんが、認
知症になっても何もできないわけではないことや、日課
をカレンダーに書いて見えるところに掛けておくなど、
生活の工夫について話しました。また、背後から声を
掛けない、優しく話すなど、認知症の人に接するとき
のポイントを、児童と一緒に声に出して読み合いました。
　参加した児童は「認知症のことを知ってよかった」「認
知症の人に会ったら今日習ったように接したい」と話し
ました。

　語呂合わせから「いいいろ塗装の日」とされている
11 月 16 日に合わせて、日本塗装工業会広島県支部
北部地区の会員 6人が、庄原市テニスコート内の壁
面塗装を行いました。
　この活動は、同地区に加入している市内の塗装業者
が、市の公共施設などの塗装作業をボランティアで
行っているものです。本年は、庄原市テニスコートの
壁面を従前と同じ緑色のペンキで、一日かけて塗り直
しが行われました。
　地区担当の久

く ぼ

保崇
たかとし

俊さんは「緑鮮やかなテニスコー
トになったので、利用者には気持ちよくプレーしても
らいたい」と話しました。

№5 №1№6 №2

▲講座を受講する子どもたち ▲参加した職人による塗装作業▲鉄道愛あふれる徳永ゆうきさんと、やまもとのりこさん ▲自然の中でフットパスを楽しむ参加者

　芸備線・木次線でつながる３市町（庄原市・新見市・
奥出雲町）で構成する実行委員会が、ウィル西城で「県
境鉄道フェスタ」を開催し、多くの来場がありました。
　会場では、特産品や鉄道グッズの販売に加えて、３
市町共通の自慢の逸品であるお米を使ったおにぎりの食
べ比べコーナーが設けられました。
　また、芸備線庄原市応援大使で演歌歌手の徳

とくなが

永ゆう
きさんと、ローカル鉄旅ライターのやまもとのりこさん
によるトークショーや、徳永さんのミニコンサートが行
われ、会場を盛り上げました。
　来場者は「３市町の絆も再確認され、利用促進への
願いがこもった熱気あふれる一日だった」と話しました。

　口和町湯
ゆ き

木釜
かまみね

峯自治会主催の「口和の里フットパス＆
芋煮会」が開催され、広島からのバスツアー17人、芸
備線利用者の11人を含む総勢47人が参加しました。
　当日は、午前と午後に分かれてフットパスを歩き、静
かな神社や色鮮やかに染まった紅葉などの風景を楽しみ
ながら、心身共にリフレッシュする時間を過ごしました。
　その後、地元の旬の食材をふんだんに使った昼食が振
る舞われ、ほっくりとした芋煮、柔らかくジューシーな
比婆牛、香ばしいあゆの塩焼き、そして新米のこしひか
りで作ったおむすびが参加者の舌を喜ばせていました。
　参加者は「自然の中で食べると一段とおいしく、ぜひ
来年も参加したい」と話しました。
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おお知らせ知らせInformatioInformationn

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 ２月17日㈫13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

西城 ２月12日㈭13時30分～15時30分 西城支所
東城 ２月５日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター
高野 ２月10日㈫13時～15時 高野支所
比和 ２月３日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター
総領 ２月18日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ２月19日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ２月19日㈭13時30分～15時30分 西城自治振興センター 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

口和 １月23日㈮９時30分～11時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 ２月10日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 ２月３日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ２月18日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 １月23日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　西城 ２月６日㈮13時～16時 西城自治振興センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

北 部 地 域
県民相談室

① 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時15分～12時、13時～16時 広島県三次庁舎第３庁舎１階

三次市十日市東４-６-１

相談員
（電話・来所） 北部地域県民相談室

☎0824-62-5522
② ２月12日㈭13時～14時30分
（30分×３枠）

弁護士
※①の相談後、予約可

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243
妊 娠・ 出 産
子育ての相談

毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

ほのぼのネット
（市役所本庁舎２階）

助産師・保健師
保育士・社会福祉士

ほのぼのネット
☎0824-73-1214

認知症カフェ

庄原「これから」２月10日㈫13時～15時
庄原ショッピングセン
タージョイフル２階

相談・情報交換
参加費なし

高齢者福祉課
地域包括支援センター係
☎0824-73-1165

西城「コスモスカフェ」２月５日㈭13時30分～15時
西城保健福祉センター
（しあわせ館） 相談・情報交換

参加費100 円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい
梅」

１月27日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

比和「あしたのカフェ」２月17日㈫13時30分～15時 比和自治振興センター 相談・情報交換
参加費100 円

比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定期相談会

庄原 ２月16日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 知的障害者相談員 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

口和
２月３日㈫９時30分～11時30分 口和自治振興センター 身体・知的障害者相

談員
口和支所市民生活係
☎0824-87-2112２月４日㈬９時30分～11時30分 口和保健福祉センター

身体障害者
補装具判定会 聴覚 ２月17日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 ２月17日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします
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第
10
回
庄
原
市
民
俗
芸
能
大
会

　

市
内
の
民
俗
芸
能
が
一
堂
に
会

す
る
民
俗
芸
能
の
共
演
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
平
成
19
年
の
第
1
回

開
催
以
来
、
隔
年
で
開
催
し
、
今

回
で
10
回
目
を
迎
え
ま
す
。
市
内

の
国
・
県
・
市
指
定
の
無
形
民
俗

文
化
財
保
有
団
体
の
圧
巻
の
演
技

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
８
日
㈰

10
時
（
開
場
９
時
30
分
）

と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館

出
演　

▼
比
婆
荒
神
神
楽
（
比
婆
荒
神
神

　

楽
保
存
会
）

▼
塩
原
の
大
山
供
養
田
植
（
小
奴

　

可
地
区
芸
能
保
存
会
／
小
奴
可

　

小
学
校
児
童
）

▼
三
上
神
楽（
三
上
神
楽
保
存
会
）

▼
比
婆
斎さ

に
わ庭
神
楽
（
比
婆
斎
庭
神

　

楽
保
存
会
）

▼
民
謡
「
敦
盛
さ
ん
」（「
敦
盛　

　

さ
ん
」
保
存
会
）

▼
向
泉
の
田
楽
（
向
泉
芸
能
保
存

　

会
）

入
場
料
（
す
べ
て
自
由
席
）

千
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

生
涯
学
習
課
、
各
支
所
教
育
室

空
き
家
の
無
料
相
談
会

　

空
き
家
の
相
続
や
管
理
、
処

分
、
利
活
用
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
司
法
書
士
、
宅
地
建
物
取

引
士
な
ど
の
専
門
家
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　
1
月
13
日
㈫

16
時
30
分
～
19
時

と
こ
ろ　
楽
笑
座

内
容

空
き
家
に
関
す
る
こ
と

（
相
続
、
管
理
、
処
分
、
活
用
な
ど
）

※
一
人
45
分
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
空
き
家
解
決
専
門
家
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
３
１
５　

デ
ジ
タ
ル
相
談
会

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
や

事
務
用
ソ
フ
ト
の
活
用
方
法
な
ど

を
紹
介
す
る
第
４
回
デ
ジ
タ
ル
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

２
月
５
日
㈭　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

総
領
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
に
居
住
も
し
く
は
通
勤
・
通

学
す
る
人
（
年
齢
不
問
）

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
俗
芸
能
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
文
化
振

興
係
内
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
９

家
計
管
理
セ
ミ
ナ
ー

　

ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
と
し

た
、
家
計
管
理
セ
ミ
ナ
ー
を
無
料

で
実
施
し
ま
す
。

と
き

２
月
21
日
㈯　

13
時
～
15
時

対
象
者

県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

受
講
方
法

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
料
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

定
員　
20
人

申
込
期
限　
２
月
15
日
㈰

申
込
方
法

次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
ひ
と
り
親
家
庭
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
２
２
７
‐
２
３
７
７

事業名 とき ところ 内容 備考

ほ の ぼ の
子 育 て 講 座

１月29日㈭
13時30分～15時30分 庄原保健福祉センター おしゃれな盛り付け方講座 １月23日㈮17時までに

事前申し込みが必要。

２月８日㈰
13時30分～15時30分

庄原ひだまり広場
（こども未来広場内）

パパ講座「子どもの成長をサポートする
効果的なかかわり方～応用行動分析学
について～」

２月６日㈮17時までに
事前申し込みが必要。

子育て世代包括支援センター事業子育て世代包括支援センター事業 ●ほのぼのネット　☎0824-73-1214

母子保健事業母子保健事業 ●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

２月２日㈪・16日㈪９時～17時 保健医療課母子保健係 ▪出産予定日と受診した
　病院名が分かるもの
▪マイナンバーカード
▪振込先口座が分かる
　もの（妊婦本人の通帳、
　キャッシュカードなど）

事前予約が必要

２月14日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

１月26日㈪・２月９日㈪
９時～12時 東城支所 事前予約が必要

育 児 相 談 ２月10日㈫10時～11時40分 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所で
の相談を希望する場合は
お問い合わせください。

催　
　

し

内
容

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
教
室

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
や
シ
ョ
ー
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
活
用
方
法

②
パ
ソ
コ
ン
活
用
教
室

エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー
ド
の
活
用
方
法

③
デ
ジ
タ
ル
よ
ろ
ず
相
談
会

情
報
技
術
に
関
す
る
悩
み
や
不
明

点
な
ど
が
相
談
で
き
ま
す
。

申
込
方
法

【
①
・
②
の
場
合
】

次
の
入
力
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
、
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
各
先
着
20
人
ま
で
）

※
両
方
へ
の
申
し
込
み
も
可

【
③
の
場
合
】

当
日
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

（
受
付
順
で
対
応
）

※
混
雑
時
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

持
参
物

講
習
で
使
用
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン

※
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
操
作

体
験
が
で
き
ま
す

申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
デ
ジ
タ
ル
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
８　

放
送
大
学
４
月
入
学
生

　

放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
の
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
ま
で
の
幅
広
い

世
代
、約
８
万
２
千
人
の
学
生
が
、

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

授
業
に
は
Ｂ
Ｓ
放
送
視
聴
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
視
聴
、
講
師
か
ら

の
直
接
授
業
の
３
つ
の
ス
タ
イ
ル

が
あ
り
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学

位
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

１
単
位
の
授
業
料
は
６
千
円

（
入
学
金
は
別
）。
半
年
ご
と
に
学

ぶ
だ
け
の
授
業
料
を
支
払
う
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
や
サ
テ

ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
面
接

授
業
の
開
講
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
の
学
生
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

資
料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

募　
　

集

出
願
期
間　

▪
第
１
回　

２
月
27
日
㈮
ま
で

▪
第
２
回　

３
月
16
日
㈪
ま
で

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
２
４
７
‐
４
０
３
０

死亡交通事故の発生！
　令和７年12月に庄原警察署管内で、高齢者運転の車両が道路外に転落し、運転手が死亡
する事故が発生しています。本市内での交通事故は６割以上が単独事故です。
　▪雨天や降雪時、スリップなどに注意しながら運転をするようにしましょう。
　▪車両運転時に体調不良などがあるときは運転を控えるようにしましょう。

【安全運転相談ダイヤル】
　運転に不安を感じたらご相談ください。
　＃８０８０と電話していただくと、警察本部の安全運転相談の担当者につながります。
問い合わせ　庄原警察署交通課　☎0824-72-0110

広報しょうばら／ 2026.1　20 21　2026.1 ／広報しょうばら



おお知らせ知らせInformatioInformationn

「この社会あなたの税がいきている」
インタ ーネットで巾告•納税できる

e-Tax （国税電子申告・納税システム）
．馴9IIi闇湖鼎Bi.

http://www.e-tax.nta.go.jp 

公益社団法人

I鍮屯土ば涅’ 芯品m 庄原法人会
〒727-0011広島県庄原市東本町1-2-22（庄原師工会議所会館内）

TEL 0824-72-1889 (FAX兼用）

 MMaiil sh-hojiin@@siirren.ocn.ne.jp

市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
２月２日㈪２月２日㈪

●口座振替は、納付忘れがなく、安心・便利・確実です。
●「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに残高
　確認をお願いします。　収納課収納係☎ 0824-73-1511

■市県民税（普徴）４期
■国民健康保険税（普徴）７期
■介護保険料（普徴）８期
■後期高齢者医療保険料（普徴）７期

　
名　称 枠数 規　格 広　告　料 配布数量など 備　考

広報紙

※
各
月
で
枠
数
変
動
有

①縦45×横173
（mm）

１色 カラー

毎月
約１万
3,400世帯

■掲載期間は月単位とし、連続３
　カ月以上で１割、７カ月以上で
　２割の広告料を割引
■募集期間終了後も随時受け付け
　（掲載は申請の翌々月）
■カラー広告は裏表紙のみ
■応募多数の場合は市内事業者を
　優先し先着順

25,000円 50,000円

②縦45×横85
（mm） 15,000円 30,000円

市議会だより

※
各
月
で
枠
数
変
動
有

①縦45×横173
（mm）

１色 カラー

2・5・8・11月
約１万
2,700世帯

■掲載期間は号単位
■募集期間終了後も随時受け付け
■カラー広告は裏表紙のみ
■応募多数の場合は市内事業者を
　優先し先着順

25,000円 50,000円

②縦45×横85
（mm） 15,000円 30,000円

ホームページバナー
（市ホームページのトップ
ページへのバナー広告）

５枠

縦50 ×横150
（ピクセル）
※ 形 式：GIF、JPEG、
テキストのいずれか

（アニメーション可）
※容量：５ＫＢ以下

5,000円/月

トップペー
ジアクセス
数
約３万５千
件/月

■掲載は月単位・最長12カ月まで
■応募多数の場合は市内事業者を
　優先し先着順
■募集期間終了後も随時受け付け

共通封筒
（市の全ての部署が市
民のほか、国・県・その
他行政機関へ送付する
文書などに使用する封
筒裏面への広告）

長
形
３
号

１枠

縦60×横100
（mm）

70,000円以上
上記金額を最低価格として
申込額の最も高い額を提示
した事業者へ決定

7万枚 広告掲載期間は令和８年度中
（ただし、封筒の在庫限り）
■広告の印刷は単色
　（濃淡のある原稿や写真入りの
　原稿は不可）
■応募多数の場合は市内事業者を
　優先し申込額の高い順

角
形
２
号

２枠
35,000円以上
上記金額を最低価格として
申込額の高い順に２枠を決
定

3万5千枚

納税通知用封筒
（令和８年度に使用する納税
通知書などの通知用封筒裏
面への広告)

２枠 縦65×横85
（mm）

１枠100,000円以上
上記金額を最低価格として
申込額の高い順に２枠を決
定

9万３千枚

■広告期間は令和８年度中
　（ただし、封筒の在庫限り）
■広告の印刷は単色
■応募多数の場合は市内事業者を
　優先し申込額の高い順

母子手帳
（母子手帳交付時の袋へ同封
する広告）

５枠 Ａ４用紙１枚
（両面印刷可） 5,000円/年 約120人

■配布期間は令和８年度中
■応募多数の場合は市内事業者を
　優先し先着順

 令和８年度募集期間：２月２日㈪～16日㈪　〈広報紙・ホームページバナーは随時募集しています〉
　※市税を滞納している人の広告は掲載できません。
　※その他、市営バスや公用車など随時広告を募集しています。詳細は市ホームページをご覧ください。

 問い合わせ　財政課財政係　☎ 0824-73-1129

令和８年度広告主を募集します

家
畜
を
所
有
す
る
人
へ

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
で
は
、
畜

産
業
に
限
ら
ず
、
家
畜
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
毎
年
２
月
１
日
時

点
で
飼
育
し
て
い
る
家
畜
の
頭
羽

数
、
飼
育
し
て
い
る
衛
生
管
理
状

況
に
つ
い
て
、
県
へ
報
告
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

報
告
期
限

▪
４
月
15
日
㈬

　

牛
、
水
牛
、
鹿
、
馬
、
羊
、

　

山
羊
、
豚
、
イ
ノ
シ
シ　

▪
６
月
15
日
㈪

　

鶏
、そ
の
他
家
き
ん
（
ア
ヒ
ル
、

　

ウ
ズ
ラ
、
キ
ジ
、
エ
ミ
ュ
ー
、

　

ダ
チ
ョ
ウ
、ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ
、

　

七
面
鳥
）

報
告
先
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
畜
産
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
０
１
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.pref.hiroshim

a.
lg.jp/soshiki/85/
kachiku-
teikihoukoku.htm

l

確
定
申
告
で
税
務
署
へ
の
来

場
を
考
え
て
い
る
人
へ

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

確
定
申
告
会
場
（
税
務
署
）
で

は
、
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

そ　

の　

他

利
用
し
た
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申

告
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま

す
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告
は
、
自

宅
か
ら
で
も
可
能
で
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で
源
泉
徴
収

票
を
撮
影
す
れ
ば
、
金
額
や
支
払

い
情
報
な
ど
が
自
動
で
入
力
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
は
次
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

入
場
整
理
券
を
配
付
し
ま
す

　

確
定
申
告
会
場
へ
来
場
す
る
場

合
、「
入
場
整
理
券
」が
必
要
で
す
。

　

入
場
整
理
券
は
、
次
の
２
つ
の

方
法
で
配
付
し
ま
す
。

①
オ
ン
ラ
イ
ン
で
事
前
発
行

　

国
税
庁
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
か
ら
、
入
場
整
理
券
を
事
前

発
行
で
き
ま
す
。

　

国
税
庁
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
友

だ
ち
登
録
は
こ
ち
ら
か

ら
お
願
い
し
ま
す
。

②
庄
原
税
務
署
で
当
日
配
付

　

庄
原
税
務
署
で
、
当
日
８
時
30

分
か
ら
入
場
整
理
券
を
配
付
し
ま

す
。

　

た
だ
し
、配
付
状
況
に
応
じ
て
、

後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

▪
不
動
産
の
売
却
や
贈
与
税
の
申

　

告
相
談
は
、
３
月
２
日
㈪
～
６

　

日
㈮
で
す
。

▪
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

　

て
い
る
人
は
、
利
用
者
証
明
書

　

用
電
子
証
明
書
（
数
字
４
桁
）

　

と
署
名
用
電
子
証
明
書
（
英
数

　

字
６
文
字
以
上
16
文
字
以
下
）

　

の
パ
ス
ワ
ー
ド
も
併
せ
て
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
税
務
署

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
０
０
１

高
齢
者
の
在
宅
介
護
を　
　

支
援
し
ま
す

　

重
度
の
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
に
、

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

①
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
要

件
全
て
に
該
当
す
る
高
齢
者
と
同

居
し
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

【
高
齢
者
の
要
件
】

▪
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
在
宅
で

　

生
活
し
て
い
る

▪
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を

　

受
け
て
い
る

支
給
額

高
齢
者
１
人
に
つ
き
月
額
５
千
円

※
１
カ
月
の
う
ち
、
入
院
・
入
所

な
ど
の
期
間
を
除
い
た
在
宅
日
数

が
20
日
以
上
の
と
き
、
１
カ
月
と

し
て
算
定
し
ま
す
。

※
支
給
は
基
準
日
前
６
カ
月
を
基

礎
と
し
ま
す
。

基
準
日

▪
２
月
１
日

（
８
月
１
日
か
ら
１
月
31
日
）

▪
８
月
１
日

（
２
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
）

申
請
の
時
期

各
基
準
日
の
20
日
後
ま
で

②
特
別
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
申
請
書

の
提
出
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税

の
世
帯
で
、
次
の
要
件
全
て
に
該

当
す
る
高
齢
者
と
同
居
し
、
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
人

【
高
齢
者
の
要
件
】

▪
①
介
護
慰
労
金
支
給
事
業
の
要

　

件
に
該
当
し
て
い
る

▪
原
則
１
年
間
、
介
護
保
険
サ
ー

　

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

支
給
額

在
宅
高
齢
者
１
人
に
つ
き
、
年
額

10
万
円

申
請
の
時
期

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
か
っ

た
期
間
が
１
年
間
に
達
し
た
日
か

ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に
申
請

申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
②
と
も
、
申
請
書
に
介
護
支

援
専
門
員
の
証
明
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日

　

政
府
は
、毎
年
２
月
７
日
を「
北

方
領
土
の
日
」
と
定
め
、
国
を
挙

げ
て
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

北
方
領
土
問
題
と
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
終
戦
時
に
ソ
連
軍
が
北

方
四
島（
歯は

ぼ
ま
い
ぐ
ん
と
う

舞
群
島
、
色し

こ
た
ん
と
う

丹
島
、

国く
な
し
り
と
う

後
島
、
択え

と
ろ
ふ
と
う

捉
島
）
に
侵
攻
し
、

現
在
に
至
る
ま
で
ロ
シ
ア
が
法
的

根
拠
な
く
占
拠
し
続
け
て
い
る
こ

と
で
す
。

　

北
方
四
島
は
、
１
８
５
５
年
２

月
７
日
に
調
印
さ
れ
た
日に

ち
ろ魯
通つ

う
こ
う好

条じ
ょ
う
や
く約
に
よ
り
、
日
本
の
領
土
と
し
て

国
際
的
に
明
確
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
の
声
を
結
集

し
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
、

北
方
領
土
の
早
期
返
還
を
実
現
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

令
和
７
年
度
北
方
領
土
に
関
す

る
標
語・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

  

最
優
秀
賞

『 

語
る
た
び　

　
　

そ
の
四し

ま島
が
ま
た　

　
　
　
　
　
　
　

近
く
な
る 

』

問
い
合
わ
せ

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
広
島
県

民
会
議（
広
島
県
環
境
県
民
局
県

民
活
動
課
内
）

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
７
２
３
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国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

広告

司法書士法人

広島北部司法事務所

司法書士

広告 広告

そ
の
他

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

常
陸
宮
妃
杯
第
４
回
全
日
本
女

子
大
学
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技

（
10
月
31
日
／
石
川
県
加
賀
市
）

団
体
戦

第
９
位

山や
ま
お
か岡　

瑠る

い生
（
関
西
福
祉
大
学

１
年
・
宮
内
町
）

広
島
県
マ
ス
タ
ー
ズ　
　
　

秋
季
水
泳
大
会

（
11
月
９
日
／
広
島
市
中
区
）

55
～
59
歳
男
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位

55
～
59
歳
男
子
50
ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位

55
～
59
歳
男
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位

男
子
４
×
25
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
（

120
～

159
歳
）　

第
２
位

男
子
４
×
25
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

（
120
～

159
歳
）　

第
２
位

松ま
つ
か
わ川　

淳じ
ゅ
ん
じ二
（
平
和
町
）

令
和
７
年
度　
　
　
　
　
　

庄
原
市
文
芸
大
会

庄
原
市
長
賞

（
短　

歌
）　

山や
ま
ね根　

博ひ
ろ
こ子

（
俳　

句
）　

新し
ん
た
く宅　

涼す
ず
え枝

（
川　

柳
）　

三み
か
み上　

敏と
し
え枝

（
現
代
詩
）　

桑く
わ
ば
ら原　

知と
も
き樹

庄
原
市
議
会
議
長
賞

（
短　

歌
）　

堀ほ
り
か
わ川
眞ま

ゆ

み

由
美

（
俳　

句
）　

家か
し
ま島　

晶あ
き
こ子

（
川　

柳
）　

石い
し
だ田　

素そ
ふ
う風

（
現
代
詩
）　

折お
り
し
ま島　
　

哲て
つ

庄
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

（
短　

歌
）　

谷た
に
も
と本　

清き
よ
み美

（
俳　

句
）　

木き
む
ら村　

淳じ
ゅ
ん
こ子

（
川　

柳
）　

荒あ
ら
き木
美み

ち

こ

智
子

（
現
代
詩
）　

伊い
と
う藤　

寿ひ
さ
こ子

庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞

（
短　

歌
）　

矢や
ぶ
き吹　

正ま
さ
な
お直

（
俳　

句
）　

小こ
じ
ま島
由ゆ

か

り

佳
利

（
川　

柳
）　

古ふ
る
も
と本　

文ふ
み
こ子

庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞

（
短　

歌
）　

新あ
た
ら
し枝
マ
ツ
子こ

（
俳　

句
）　

横よ
こ
や
ま山　

悦え
っ
せ
い生

（
川　

柳
）　

清し
み
ず水　

啓け
い
こ子

庄
原
市
文
化
協
会
会
長
賞

（
短　

歌
）　

山や
ま
も
と本　

照て
る
こ子

（
俳　

句
）　

宮み
や
も
と本
ひ
と
み

（
川　

柳
）　

松ま
つ
も
と本　
　

進
す
す
む

※
応
募
の
際
の
漢
字
か
な
表
記
・

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
記
載
し
て
お
り
、

町
名
は
記
載
し
ま
せ
ん
。

第
44
回
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
三
次
地
区
大
会

優
秀
賞

増ま
す
な
が永　

梓あ
ず
さ沙
（
西
城
中
３
年
）

荒あ
ら
き木　

佐さ
お
り織
（
西
城
中
３
年
）

人
権
の
花　
　
　
　
　
　
　

「
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

優
秀
賞

表お
も
て　
　

紡つ
む
ぎ生
（
東
小
１
年
）

永な
が
た田　

來く
る
み美
（
東
小
１
年
）

大お
お
た田
咲さ

ゆ

り

友
里
（
東
小
１
年
）

檜ひ
だ
か高　

光み
つ
き希
（
総
領
小
１
年
）

上う
え
お尾　

勝か
つ
き輝
（
総
領
小
１
年
）

宇う

え惠　

心こ
こ
は葉
（
小
奴
可
小
１
年
）

渡わ
た
な
べ邊　

凛り

く咲
（
小
奴
可
小
１
年
）

慶け
い
ら
く樂
心し

ん
の
す
け

之
介
（
山
内
小
２
年
）

永な
が
た
に谷　

侑ゆ

あ歩
（
山
内
小
２
年
） 

西に
し
や
ま山　

英え
い
た汰
（
山
内
小
２
年
）

橘た
ち
ば
な
　
　

陽は
る
た太
（
永
末
小
２
年
）

佐さ

さ

き

々
木
み
の
り
（
口
和
小
２
年
）

日ひ

の野　

奏か
な
た汰
（
小
奴
可
小
２
年
）

名な
ご
し越　

綺き

は葉
（
東
城
小
２
年
）

大お
お
と
も友　

真ま

お緒
（
庄
原
小
３
年
）

益ま
す
だ田　

斗と

わ翔
（
庄
原
小
３
年
）

福ふ
く
は
ら原　

崚り
ょ
う生
（
口
和
小
３
年
）

冨と
み　

虎こ

た

ろ

う

太
朗
（
口
和
小
３
年
）

前ま
え
か
わ
じ
り

川
尻
洋ひ

ろ
み実

（
特
別
支
援
学
校
３
年
）

中な
か
や
ま山　

瑛え
い
と斗

（
特
別
支
援
学
校
４
年
）

庄
原
市
人
権
標
語
入
賞
者

▼
最
優
秀
賞

五ご
し
ま島　

小こ
ゆ
き雪
（
口
和
中
２
年
）

▼
優
秀
賞

政ま
さ
き木　

織お
り
は葉
（
高
小
１
年
）

髙た
か
い
し石　

桜さ
く
ら
こ子
（
板
橋
小
１
年
）

榎え
の
き木　

将ま
さ
お
み臣
（
板
橋
小
２
年
）

小こ
つ
ぎ次　

勇は
や
と寿
（
高
野
小
２
年
）

政ま
さ
き木　

頼よ
り
と斗
（
高
小
３
年
）

信の
ぶ
き
よ清　

朔さ
く
と都
（
板
橋
小
３
年
）

倉く
ら
も
と本　
　

篤あ
つ
し

（
高
小
４
年
）

糸い
と
は
ら原　
　

瞬し
ゅ
ん

（
庄
原
小
４
年
）

番ば
ん
だ田　

大ひ
ろ
と翔
（
高
野
小
５
年
）

森も
り
た田　

妃ひ
お
り織
（
庄
原
小
５
年
）

五ご

た

ん

だ

反
田　

澪み
お

（
口
和
小
６
年
）

上か
み
ば
や
し林　

美み
は
る遥
（
高
小
６
年
）

竹た
け
お尾　

円ま

ゆ結
（
庄
原
中
１
年
）

三み
か
み上　

陽ひ
ま
り葵
（
庄
原
中
１
年
）

松ま
つ
い井　

菖し
ょ
う
ま馬
（
庄
原
中
２
年
）

森も
り
た田　

雄ゆ
う
き貴
（
西
城
中
２
年
）

向む
か
い井　

咲さ

え瑛
（
東
城
中
３
年
）

増ま
す
な
が永　

梓あ
ず
さ沙
（
西
城
中
３
年
）

全
国
大
会

県
大
会

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

冬咲きぼたん展冬咲きぼたん展
１月24日㈯～２月23日（月・祝）
期間中休園日：毎週月曜日
　　　　　　　※２月 23日（月・祝）は開園
【開園時間】９時 30分～ 16 時 30 分
　　　　　（入園は 15時 30 分まで）

と
き　

１
月
24
日
㈯
～
２
月
１
日
㈰

開
園
時
毎
日

９
時
30
分
か
ら

※
無
く
な
り
次
第
終
了

と
こ
ろ　
さ
と
や
ま
屋
敷

【
豆
餅
つ
き
】

　

煎
っ
た
黒
豆
と
、
ひ
ば
の
里
で

収
穫
し
た
も
ち
米
で
餅
つ
き
を
行

い
、
つ
き
た
て
の
お
餅
を
先
着

１
０
０
人
へ
振
る
舞
い
ま
す
。

と
き　
１
月
25
日
㈰　

13
時
か
ら

※
無
く
な
り
次
第
終
了

と
こ
ろ　
さ
と
や
ま
屋
敷

【
節
分
豆
ま
き
】

　

枡ま
す

に
入
っ
た
大
豆
を
、
さ
と
や

ま
屋
敷
の
縁
側
か
ら
ま
い
て
厄
払

い
を
す
る
、
昔
な
が
ら
の
豆
ま
き

を
体
験
で
き
ま
す
。

と
き　

１
月
31
日
㈯
・
２
月
１
日
㈰

９
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
さ
と
や
ま
屋
敷

定
員　
30
組
／
日

冬
咲
き
ぼ
た
ん
展

冬
咲
き
ぼ
た
ん
展

　

冬
に
咲
く
よ
う
に
開
花
時
期
を

調
整
し
た
色
鮮
や
か
な
大
輪
の
ボ

タ
ン
を
、
ひ
ば
の
里
さ
と
や
ま
屋

敷
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

　

藁わ
ら

帽
子
（
藁
の
こ
も
）
を
か
ぶ

り
、
寒
さ
に
耐
え
、
凛
と
佇
む

「
冬
咲
き
ぼ
た
ん
」
が
冬
の
景
色

を
彩
り
ま
す
。
冬
の
寒
さ
が
一
番

厳
し
く
な
る
な
か
で
咲
き
誇
る
姿

は
、
ま
さ
に
冬
の
風
物
詩
と
言
え

ま
す
。

ひ
ば
の
里

ひ
ば
の
里  

年
中
行
事

年
中
行
事  

「
節
分
」

「
節
分
」

【
節
分
料
理
の
お
も
て
な
し
】

　

節
分
に
ち
な
ん
だ
、「
煎い

り
大

豆
」「
い
わ
し
料
理
」「
こ
ん
に
ゃ

く
料
理
」
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
「
い
わ
し
料
理
」「
こ
ん
に
ゃ

く
料
理
」
は
土
・
日
曜
日
の
み

水
鳥
観
察
会

水
鳥
観
察
会

　

水
鳥
に
詳
し
い
公
園
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
国
兼
池
に
集
ま
る
水
鳥
や
野

鳥
の
観
察
が
で
き
ま
す
。

と
き　

１
月
25
日
㈰
、
２
月
８
日
㈰

▪
受
付　

９
時
30
分
～
10
時

▪
観
察　

10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

里
山
の
駅 

庄
原 

ふ
ら
り

※
観
察
会
は
無
料
で
す
が
、
観
察

　

を
園
内
で
行
う
た
め
、
別
途
入

　

園
料
と
駐
車
料
が
必
要
で
す
。

定
員　
30
組
／
日

※
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
は
12
月

現
在
の
も
の
で
す
。
記
載
内
容
は

天
候
な
ど
の
理
由
に
よ
り
予
告
な

く
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
出
掛
け
の

際
に
は
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広報日記
▶新年あけましておめでとうございます。本年も広報
しょうばらをよろしくお願いします。午

う ま

年にちなみ、
軽やかな足取りで庄原の話題をお届けします！ ▲ヤマオカクジラの化石標本(1981年９月発掘)

▲ペロケタス属の一種の化石標本(2003年３月発掘)と復元模型

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

休日診療のご案内

●東城地域

１月・２月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

１月25日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
２月１日（日）瀬尾病院 ☎08477-2-0023

８日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
11日（水）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
15日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　２月９日（月） ９時～ 13 時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

２月

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

２月５日㈭ 庄原赤十字病院 11時30分～
15時30分

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

人の動き （庄原市の人口） 

令和７年11月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３０，４４７人（前年比－８０３人）　
男　　１４，５９９人（前年比－３７７人）　
女　　１５，８４８人（前年比－４２６人）
世帯数　１４，６００世帯（前年比－２２８世帯）
[ うち外国人 ]　人口　６０５人（前年比３５人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，２７３人（７，７８１世帯）
○西城地域　　２，７４９人（１，２７０世帯）
○東城地域　　６，３１９人（３，１７６世帯）
○口和地域　　１，６２８人　　（７３４世帯）
○高野地域　　１，３９８人　　（６１４世帯）
○比和地域　　１，０４１人　　（５０８世帯）
○総領地域　　１，０３９人　　（５１７世帯）

庄原市食育ポスターコンクール
を開催しました

　市は毎年、市内の小学生を対象に食育ポスターコンクールを
開催しています。本年も「野菜を食べよう」「バランスよく食べ
よう」「感謝して食べよう」など、食に対する思いを込めた多く
のポスターの応募がありました。
　ポスターを描くことで家庭・地域・学校で食を身近に感じ、
自分の身の回りの「食」について考えるきっかけになればと思
います。
　今回は食育ポスターコンクールで受賞した作品を紹介します。

【市長賞】
德
と く な が

永　夏
な つ め

芽（高小１年）

【農業委員会女性委員特別賞】
猫
ね こ だ

田　和
ほ の か

花（永末小２年）

【議長賞】
森
も り た

田　妃
ひ お り

織（庄原小５年）

【農業委員会長賞】
横
よ こ や ま

山　七
な な か

花（東城小６年）

【教育長賞】
松
ま つ い

井　菜
な な

南（永末小６年）

受賞作品（敬称略）

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

１・２月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室（アセビ）
　とき　１月26日㈪　①９時～12時  ②13時～16時
▶展示・イベント・販売
〇牛乳ポスター入選作品展
　とき　２月９日㈪～23日㈪

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶おばばの手仕事二人展
とき　２月８日㈰～10日㈫　10時～15時
問アート多愛夢事務局　☎ 0824-72-6405（友永）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

とき　１月26日㈪12時 15分～12時 55分
ところ　市役所本庁舎　１階市民ホール
出演者　
姜
ジャン
　暁
ショウイェン
艶・・・二

に こ
胡

※二胡（二本の弦を、馬の尾の毛を張った弓でこすっ
て演奏する中国の弦楽器）
演奏曲目　
アジアンローズ、アランフェス協奏曲～スペイン　
ほか
▶姜　暁艶
　二胡奏者・医学博士。原爆被害者、精神障害者へ
の支援活動「L

ライフ
ife & P

ピ ー ス
eace.J

ジ ャ ン
iang」主宰。

　５歳から二胡を学び、広島大学医学部客員研究員
として平成９年来日。
　「いのちの尊さ・平和への願い」、「慈

いつく
しみの心・

世界へ響け」をテーマに、日本各地やアメリカで数
百回を超える講演会やコンサート、テレビ出演、舞
台監督、総合プロデュ―サー、ステージファッショ
ンデザイナーとして幅広いジャンルで活躍中。
　また、医学博士として現代ストレス社会への悩み
や自殺対策など心のケア中心に、講演や音楽療法を
積極的に行う。近年は、東洋古典楽器の雅

が が く
楽（日本

古来の儀式音楽や舞踊など）や二胡と西洋楽器とコ
ラボし、伝統音楽と現代音楽を融合させ、新境地を
開いている。

備北層群産出のクジラ化石

比和自然科学博物館　　　　☎ 0824-85-3005

　　　　　　　　　　　　開館：９時～17 時 （年末年始休館）　

　令和７年 11 月、新聞やテレビで「庄原市でのクジラ化石
発掘」のニュースが紹介されました。市民研究団体の「庄原
化石集談会」による、西城川の河

か し ょ う

床で見つかった３体のクジ
ラ化石発掘調査のニュースです。11 月８日に子クジラとみ
られる１体（推定全長約６～７ｍ）、残りの２体も 11 月 29
日に発掘調査が行われました。今後、クリーニング作業を進
めながら、調査研究が行なわれ、それぞれの種の同定（生物
の分類上の所属や種名を明らかにすること）が進んでいく予
定です。
　本市には、約 1600 ～ 1500 万年前の地層の「備北層群」
があり、これまでにも「ぺロケタス属の一種」「ショウバラ
クジラ」「ヤマオカクジラ」「ヒロセヒバクジラ」の４種のヒ
ゲクジラの化石 20 体が発掘されています。本市の狭い範囲
からまとまって産出されている理由は十分に解明されていま
せんが、その頃、南からの暖流が流れ込み、クジラ類の回遊
ルートにあたっていたか、繁殖地の一つであったためではな
いかと考えられています。
　当館では、この「備北層群」での化石発掘を体験できる公
開講座「化石発掘体験講座」を開催しています。本年度も多
くの皆さんにご参加いただき、サメの歯やフナクイムシ、植
物の葉、マツカサの化石など、28 種 161 点を発掘しました。
参加者は、発掘した化石を通して、昔、海だった庄原の環境
を学習することができました。
　当館地学分館には、これまでに見つかったクジラ化石４種
やサメの歯の化石など、備北層群から産出された実物の化石
資料を展示していますので、ぜひ、ご覧にお越しください。
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11
月
16
日
に
西
城
町
で
林
野
火
災

想
定
訓
練
、
11
月
30
日
に
総
領
町
で

庄
原
市
総
合
防
災
訓
練
を
開
催
し
、

市
、
備
北
地
区
消
防
組
合
、
庄
原
市

消
防
団
な
ど
の
関
係
機
関
お
よ
び
地

域
住
民
な
ど
、
総
勢
約
３
２
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
全
国
各
地
で
大

規
模
火
災
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
市
内
で
大
規
模
林
野
火
災

が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
林
野

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
住
民
避
難
訓
練
、

現
場
指
揮
本
部
・
災
害
対
策
本
部
設

置
訓
練
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
空
中
消
火

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
山
中
で
の
消
火
訓
練
で
は
、

消
防
団
員
と
消
防
署
員
が
連
携
し
、

ホ
ー
ス
延
長
や
放
水
、
負
傷
者
救
出

な
ど
を
行
い
、
各
機
関
の
役
割
分
担

や
指
揮
命
令
系
統
の
重
要
性
が
再
認

識
さ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
に
参
加
し
た
住
民
は「
林

野
火
災
は
身
近
な
危
険
だ
と
改
め
て

感
じ
た
。
今
回
の
訓
練
を
き
っ
か
け

に
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
の
経
験
や
課
題
を

糧
と
し
て
、
関
係
機
関
の
連
携
を
よ

り
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
消
防
団

や
住
民
自
治
組
織
と
の
地
域
防
災
力

の
向
上
を
図
り
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

総合防災訓練（総領）林野火災想定訓練（西城）

地域防災力向上を目指して
林野火災想定訓練 / 庄原市総合防災訓練

危機
管理課

八谷市長から委嘱状を伝達

　

12
月
１
日
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
に

伴
う
「
民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
状
伝
達
式
並
び
に

退
任
式
」
を
各
地
域
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
特
別
職
の

地
方
公
務
員(

無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

で
、
児
童

福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
３
年(

再
任
可
能)

で
、
３
年
ご
と
に
一
斉

改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
一
斉
改
選
で
は
、
新
任
が
49
人
、
再
任
が

１
０
１
人
、
合
計
１
５
０
人
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
実
情
把
握
に

加
え
、
市
民
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
、
ま
た
、
必
要

な
支
援
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
・

介
護
な
ど
市
民
生
活
全
般
に
関
わ
る
幅
広
い
分
野
で
、

地
域
福
祉
の
増
進
を
担
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
名
簿
は
、
行
政
文
書
で

各
戸
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

地域福祉を支える新体制がスタート
民生委員児童委員委嘱状伝達式並びに退任式

社会
福祉課
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